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研究成果の概要（和文）：　近年，地球環境観測では，測定機器の数が増加し，また，各測定機器の解像度はより高く
なり，また測定時間間隔は短くなり，様々な機器で測定されるデータの総量は大幅に増加した。良いデータ管理は，信
頼できる結果の保証を与え，また膨大なデータセットの効率的な解析を可能にする。
　本研究では，地球環境データのための高い信頼性を有するデータの保存とアクセスが容易なデータベースを提案する
。本データベースは地球環境データを活用する人に有益となることが期待される。

研究成果の概要（英文）：   In recent years, the total amount of environmental monitoring data measured by 
various instruments has drastically increased as the number of instrument increases, the resolution of eac
h instrument becomes higher, and the time intervals become shorter. Good data management allows reliable v
erification of results and efficient analysis of the enormous datasets. 
   In this research, well organized, preserved and accessible database for environmental monitoring data i
s proposed. This database will be of great benefit to anyone working with environmental data. 
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１．研究開始当初の背景 
 地球環境計測分野のデータは，計測データ
が多種多様であり，多くの場合，単一のデー
タだけでなく，長期間にわたって取得された
種類の異なるデータを総合的に解析しなけ
れば，対象とする自然現象の本質が解明でき
ない場合が多い。また，取得されたデータの
利用は特定の研究機関内にとどまらず，国内
外の研究機関の科学者が共同利用して解析
することが多い。このような理由から，これ
まで長年にわたって蓄積された多種多様な
地球環境計測データを，統合的に蓄積し，所
望のデータを検索・活用するしくみの充実が
必須であるが，本研究を開始した当初は，各
研究チームがそれぞれ取得したデータを相
互利用できず，貴重なデータが十分に活用で
きない状況にあった。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では，これまでに蓄積された多
種多様なデータを，データベース化し広く利
活用できる仕組みを整えるとともに，複数の
研究機関にまたがる科学者が研究グループ
を組んで観測データを共有し，共同研究をス
ムーズに行えるようにする枠組みを提案す
る。このような横断的枠組み（水平統合）を
実現することにより，申請者らが所有する地
球環境計測データを長期にわたり（垂直統
合），利活用できることを実証する。 
 
３．研究の方法 
(1) 冬季気象観測 
 既設の様々な観測機器（レーダ，シーロメ
ータ，降雪強度計，気象観測装置等）を用い
て観測データを収集する。さらに独自開発し
た降雪粒子映像解析装置を用いて，粒子の個
数，大きさ，落下速度等のデータを収集し，
それらのデータを用いて降雪粒子を雪片と
アラレに自動分類する手法を開発する。 
(2) 高度化された雲微物理衛星データ同化
システム（CMDAS） 
 雲水量及び水蒸気量の鉛直分布を与える
際の雲底高度を変化させて同化実験及び降
水予測実験を行い，得られた同化結果を用い
て領域気象モデル ARPS による降水予測実験
を行い，その影響を検討する。また，シーロ
メータによって実際に観測された雲底高度
を与えて同化実験及び降水予測実験を行う。 
(3) 森林観測 
 森林の現地調査データと衛星観測データ
を収集し，解析する。 
(4) 長期観測データを用いた太陽地球系宇
宙環境の解明 
 太陽地球系宇宙環境の解明を目的として
科学衛星で観測された電磁波動観測データ
を汎用データフォーマットであるCDF形式を
用いてデータベース化し，そこから科学者が
所望のデータを日時・観測位置だけでなく，
観測データの類似性などで検索可能とする

仕組みを提案する。さらに，国内外の複数の
研究者が横断的な仮想研究組織を構成し，解
析対象とするデータ等を共有し，共同研究を
行うためのプラットフォームを構築する。 
(5) 大量データの自動判別と重要情報の抽
出のための信号処理法の開発と評価 
 これまで長期間にわたり申請者らが蓄積
した地球環境計測データから，特定のデータ
を自動抽出し，統計解析を行うことにより，
その有効性を実証する。 
 
４．研究成果 
(1) 冬季気象観測 
 観測データをデータベースに格納し，各種
データの検索及び可視化，降雪粒子を雪片と
アラレに自動分類する手法の開発，X バンド
MP レーダとの Z-R 関係の解析，複数地点のシ
ーロメータによる降雪下層大気の時空間解
析を行った。 
(2) 高度化された雲微物理衛星データ同化
システム（CMDAS） 
 CMDAS より得られた同化結果を用いて，
ARPS による降水予測実験を行った。また，雲
底高度に1500m及びシーロメータ観測による
値を与えた同化実験結果で得られた輝度温
度について検討した。 
(3) 森林観測 
 森林の現地調査データと衛星観測データ
を融合した可視化システムを構築した。 
(4) 長期観測データを用いた太陽地球系宇
宙環境の解明 
 地球周辺の宇宙プラズマ内を 25 年余りに
わたって連続観測する日本の科学衛星「あけ
ぼの」による VLF 帯の電磁波動観測データを
CDF と呼ばれる汎用データ形式でデータベー
ス化し，電磁波動環境の統計解析に活用した。
特に地球近傍の放射線帯と呼ばれる領域は，
太陽活動の変化に応じ，人工衛星の誤作動や
宇宙飛行士の被ばくなど，人類の宇宙利用に
大きな影響を与える領域であるが，この領域
内で磁気嵐や放射線帯の生成・消失に大きく
関わるとされるプラズマ波動の解明に，CDF
化した VLF波動長期観測データが大きく貢献
した。 
(5) 大量データの自動判別と重要情報の抽
出のための信号処理法の開発と評価 
 大容量データから，高速かつ効率的に所望
データを抽出したり，異種データ間の関係性
を発見する知的情報検索アルゴリズムを開
発し，科学衛星による電磁波観測データに応
用した。 
 あけぼの衛星は，デジタルデータ以外に，
15kHz 以下の電磁波のアナログ波形を計測し
ている。これらは従来，磁気テープに保管さ
れていたが，現在，デジタル化とデータベー
ス化が進行中で，将来は 20TB 超のデータベ



ースとなる見込みである。この波形データベ
ースから，雷起源の電磁波（雷ホイスラ）の
自動抽出する信号処理法を開発し，衛星軌道
に沿った雷ホイスラの特性を解明した。さら
に多量の波形観測データを衛星上で処理・加
工し，重要情報のみを地上伝送する手法を評
価・検討したほか，測定データに混入する雑
音源を衛星に搭載された各機器の動作状態
から特定し，雑音除去する手法を考案した。 
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